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2016～17年度   Ｄ-2700  No. ３２  201７年５月１９日 

小倉ロータリークラブ 週報 
 

ＲＩﾃｰﾏ：“人類に奉仕するロータリー”  
ＲＩ会  長：ジョン F. ジャーム 氏 

(所属：チャタヌーガ RC)  

地区ﾃｰﾏ：“基本に返って、 

魅力あるロータリーに ” 

 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ：富田 英壽 氏(所属：甘木RC) 

ｸﾗﾌﾞﾃｰﾏ：“魅力あるロータリーに ” 

会長 伊与田 修 ／ 幹事 松永 浩  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊与田 修 会長 

 日常診療の中で悩む事の一つに、外国人の診療があ

ります。YMCA 語学学校が近くにあるので、留学生の受

診も多くあります。以前は中国、韓国の方を診察する

ことが多かったのですが、最近はベトナム、ネパール

の方が多いです。日本語がかなり出来る方もいますが、

大抵は片言で、先生が一緒に来られるのですが、なか

なか細かいニュアンスを伝えられず、もどかしい限り

です。そういえば藤原前副市長の話で、現在カンボジ

アからの研修生を受け入れていますが、彼らが集まっ

た時の会話はクメール語だそうです。地域との付き合

いが大変かと思います。さて、次年度米山奨学生の世

話クラブになりました。地区大会の時にお会いしまし

たが、中国からの留学生で、大変日本語に堪能なので

ほっとしました。いずれ、例会や諸行事にも出席しま

すので、宜しくお願いします。 

 

 

    松永 幹事 

・本日、例会終了後に、「次年度の役員及び委員長・副

委員長会議」を行います。30 分程ですので、ご担当の

方はそのままお残り下さい。 

・来週の例会は、祝日の為お休みです。 

・その次の週の 12 日（金）は、例会変更のためお休み

です。14 日（日））は清掃登山ですので、ぜひご出席下

さい。8日(月)が締切です。集合場所は、ノーフォーク

広場です。トロッコ列車で来られる方は、ノーフォー

ク広場駅を降りて、少し先まで歩かれて下さい。駐車

場の先の錨のモニュメントが集合場所です。 

会長の時間 

第３３０９回 例会 記録 

４月２８日（金）普通例会 

・ロータリーソング “四つのテスト” 

・会員卓話 九州電力(株)  

執行役員北九州支社長 廣渡 健 氏 

 

例会場 リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３（５３１）１１２１          ≪報告に関して、敬称略≫ 

例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０        事務局e-MAIL : krpc@rid27.jp 

事務局 北九州市小倉北区浅野2-14-2 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉2F  TEL（５３１）１７２７ FAX（５２２）４３３３ 

会報･雑誌 委員会 委員長：佐久間 庸和        

委 員：森 浩明・板井 清記・成沢 裕・渡邉  昌春・井手 孝幸 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

            

    

表紙写真説明(テーマ/葵祭り) 

葵祭りは、別名賀茂祭りで、御所を午前10時半に出発した時代絵巻の行列が、下鴨神社で一休みしてから上賀茂神社

まで練り歩き、時代絵巻を繰り広げます。初夏の幕開けのお祭りです。 

                           【撮影：辰巳会員 京都にて】 

 

 

 

 

 

 

 

本日の例会 第３３１１回 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング “奉仕の理想” 

・卓話 国際ロータリー第2700地区 

インターアクト副委員長 林 寛之 氏 

幹事報告 

mailto:krpc@rid27.jp
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・第 2700 地区より、当クラブ会員 4名に次年度の地区

組織に関する委嘱状が届いています。原田光久会員に

広報・IT・会報委員会カウンセラー、菅原会員に危機管

理委員会 委員、小島庸匡会員に米山記念奨学委員会

委員、玉井会員に広報・IT・会報委員会委員を委嘱され

ました。 

 

 

    二村 委員長 

2016 年 7 月 1 日：64 名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 
66 名 39 名 ― 67.24％ 

先週の

出席 65 名 28 名 31 名 
90.00％ 
修正後 

◆ゲスト    0 名 

◆ビジター   1 名 

・内田 康起 氏（小倉西） 

◆名誉会員   1 名 

・松元 照仁 氏 

 

 

坪根 SAA 

14,000 円 ：累計金額 552,170 円 

原田 光久 君 

①BC 光の会という 2010 年～11 年のガバナーの会に夫

婦で参加。23 日(日)大宮・川越・伊香保温泉、24 日(月)

谷川岳の下の天神平・八ッ場ダム建設の場所・草津温

泉、25 日(火)浅間山の鬼押し出し・軽井沢の万平ホテ

ル・軽井沢駅でバス下車まで 40 人の仲間としっかり楽

しみました。 

②加藤守夫先生、有難うございました。 

辰巳 和正 君 

4 月 21 日に矢野顕子 62 歳と上原ひろみ 38 歳の 2人

で 100 歳のジャズピアノライブをももちパレスで楽し

みました。いつもは NY で活躍中の天才ピアニストの競

演を聴けて幸せレシピでした。 

増田 雄一 君 

学会出席のため中途退席させていただきます。申し

訳ありません。ペコペコいたします。 

加藤 敏雄 君 

おひさしぶりです。 

佐久間 庸和 君 

中国に行ってきました。上海・西安・長沙を回りまし

たが、物凄い光化学スモッグにノドをやられ、ついで

に風邪を引いてしまいました。 

廣渡 健 君 

本日は卓話の機会をいただきありがとうございます。

エネルギー情勢と固い話ですが、出来るだけ柔らかく

したいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

九州電力(株) 執行役員北九州支社長  廣渡 健 氏  

「エネルギー情勢と九州電力の取組み」 

まずはクイズです。2030 年

のエネルギーミックスで示さ

れた太陽光等の再エネの導入

水準は 20%強となっています

が、昨年度の再エネ買取費用

は全国でいくらでしょうか。 

①約 2 千 5 百億円 ②約 9 千

億円 ③約 2兆 3千億円 

正解は、③の 2 兆 3 千億円で

す。2030 年度には約 4兆円近

くになることが見込まれています。 

〔北九州の電気事業の歴史〕 

明治 31 年に若松電灯が北九州初の電気供給を開始

し、買収・合併を繰り返した後、主な電力会社は九州電

気軌道と九州水力電気となりました。なお、九州電気

軌道はその後、西鉄さまの基となり、当社とは兄弟会

社となります。その後、電気事業は戦時中、国家管理下

に置かれ、発電・送電部門は日本発送電が、配電部門は

九州配電が担うこととなり、終戦後、昭和 26 年に電気

事業再編成により発送配電一貫の民間 9 電力会社が誕

生し、九州電力が設立しました。 

〔電力・ガスのシステム改革〕 

昨年 4 月に、全てのお客さまが電力自由化の対象と

なりました。電力事業は、発電部門、送配電部門、小売

部門の大まかに３つの部門に分類されますが、電力自

由化により発電と小売部門に企業が自由に新規参入で

きるようになりました。当社は今年 4 月に送配電部門

への社内カンパニー制を導入し、公平性・透明性の確

保に努めています。 

また、ガスの小売全面自由化が今年 4月に開始され、

当社は福岡と北九州の西部ガスさまの供給エリアで家

庭用ガスの販売を開始しました。なお、オール電化も

これまでどおりよろしくお願い致します。 

 

 

ニコニコ献金 

出席報告 

会員卓話 
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〔日本のエネルギー情勢〕 

日本の自給率は 6％であり、先進国や新興国の中でも

極めて低い水準です。高度経済成長期に石油等の海外

資源への転換が進み大幅に低下し、2011 年以降は原子

力発電所の停止により更に低下しています。また、原

子力発電の停止による影響で、電気料金は約 3割、CO2

排出量は約 2割上昇しました。 

 原子力の発電コストは、石炭や LNG 火力等の他の主

要電源と比較して経済性に遜色はなく、また、燃料価

格に左右されにくいという特徴があります。それぞれ

の電源には長所と短所があり、バランスよく組み合わ

せた電源構成が重要です(S+3E)。天候や時間によって

出力が大きく変化する再生可能エネルギーの増加によ

り、需給運用は厳しいものになっています。 

〔原子力発電所の安全性向上への取組み〕 

原子力については、福島のような事故は二度と起こ

してはならないとの思いのもと、重大事故の発生防止

対策を強化するとともに、万一重大事故やテロが発生

した場合に対処するための新基準が新設され、様々な

安全対策を施すことにより、安全性は以前より格段に

増しています。また、昨年の熊本地震では、前震(M6.5)

において、益城町の軟らかい地盤で 1,580 ガルという

大きな揺れが観測されましたが、川内原子力発電所は、

硬い岩盤上に設置されており、今回の地震において観

測された揺れは、最大で 8.6 ガルと非常に小さいもの

でした。 

〔熊本地震における電力の復旧状況〕 

熊本地震の本震が発生した 4 月 16 日に最大 47.7 万

戸の停電が発生しましたが、当社 3,600 人を超える復

旧対応と他電力の応援もあり、本震から 4 日後の 4 月

20日には全ての高圧配電線の送電を行うことができま

した。 

 

F テーブル会合 報告 

日 時：4月 25 日(火) 18 時 30 分～ 

場 所：うわさの小鉄 

参加者：伊与田、濱田、中村、玉井、木曽、高取、板井 

グループリーダーの末廣会員が急遽体調不良で参加

出来なくなり人数的に寂しくなるかと思いましたが、

皆様からの色々な話でとても盛り上がりました。特に

「玉井組、花と竜、吉田磯吉」の歴史の話から、銅像を

作った佐藤忠良の話まで幅広い内容や、反社会的勢力

の話、北九州の食文化に関わる話、「鯖の刺身、ホルモ

ン、とんちゃん、角打ち」等々、あちこちからの多岐に

渡る話で盛り上がりました。玉井会員から「ヒトデの

卵を食べられる所が熊本天草に有るよ」との事でした

ので調べた所、有りました。天草市樋島旅館ひのしま

荘です。時間を作って行きたいと思います。その他、角

打ちの話から三交代勤務終了後の朝 7 時から飲み始め

る話など、現在の働き方改革に至る話など時間が幾ら

有っても足りない内容で一次会 150 分を終え、そのま

ま二次会に突入しました。ここに書ききれない話がい

ろいろ有りましたが、最後は卓話をお願いする方でビ

ッグネームの方をお聞きした所、文学の話をしていた

事から「葉室麟さん」の名前が挙がりました。とても楽

しみです。参加された皆様ありがとうございました。 

         【報告者：板井】 

  

 

 

 

 

 

 

伊与田 修 会長 

 今日は恒例の和布刈清掃登山例会に出席頂きありが

とうございます。好天に恵まれましたが、風が強いの

で、汗かいた後、体を冷やさないよう気を付けて下さ

い。 

 

 

    二村 委員長 

2016 年 7 月 1 日：64 名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 
66 名 14 名 ― 25.93％ 

先週の

出席 66 名 39 名 21 名 
90.00％ 
修正後 

◆ゲスト   11 名 

・IAC(小倉工業高校：顧問 3名 生徒 6名) 

・厳 子龍 氏（米山奨学生） 

・合馬会員知人 1 名  

◆ビジター   21 名(サインのみ) 

 

 

合馬 副幹事 

2,000 円 ：累計金額 554,170 円 

加藤 守夫 君 

 皆さん清掃登山へのご参加、本当にありがとうござ

います。晴天の下、清掃奉仕を楽しみましょう。 

 

 

会長の時間 

ニコニコ献金 

出席報告 

第３３１０回 例会 記録 

５月１４日（日）奉仕例会 

・春の清掃登山例会（門司港～世界平和パゴダ） 
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 当日は風が強かったですが、晴天に恵まれ、IACの方、

ロータリアン、ゲストの方を含め楽しく清掃出来まし

た。途中の坂に生活ゴミが沢山投棄されていましたが、

大きな袋を持

って来て、チー

ムを組んで全

部拾いきりま

した。米山奨学

生の厳さんも

率先して頑張

っていました。 

和布刈公園

に着いてから

ゴミを回収したところ、大きなごみ袋で 10 袋になりま

した。公園で弁当を食べ、世界平和パゴダに移動しま

した。ここはミャンマー式寺院で、僧侶よりお経をあ

げてもらい、祈祷水をいただきました。 

 帰りは、普通のルートと抜け道のようなルートがあ

り、二手に分かれてしまった為、集合場所のノーフォ

ーク広場に来られ

ない人がでてしま

いましたが、皆無事

に下山しました。そ

の後、希望者で地ビ

ール工房に行き、懇

親を深めました。社

会奉仕委員長の加

藤(守)さん、準備等

をありがとうございました。    【報告者：合馬】 

E テーブル会合 報告 

日 時：5月 15 日(月) 18 時 30 分～ 

場 所：珍竹林 

参加者：伊与田、荒木、松永、合馬、小島、加藤(敏)、

二村、角南、山本(雄)、福本、渡邉 

当日は、Eテーブルメンバーに伊与田会長、荒木副会

長、松永幹事、合馬副幹事も参加いただき、総勢 11 名

の参加となりました。伊与田会長の「私が会長として

参加する恐らく最後のテーブル会合です。よろしくお

願いします！」とのご挨拶とともにスタート、今が旬

のオコゼ料理(刺身と唐揚げ)を中心としたメニューに

舌鼓、加藤敏雄会員が差し入れていただいた幻の灘の

生一本「天下の春」もおいしく頂きました。二村会員の

皆の衆で大いに盛り上がった後、締めは荒木副会長に

お願いしました。         【報告者：福本】 

【次回例会予告】 

5 月 26 日（金）普通例会 

・ロータリーソング “我らの生業” 

・会員卓話 九州旅客鉄道(株) 

常務取締役鉄道事業本部長兼北部九州地域本社長 

古宮 洋二 氏 

 

春の清掃登山報告 


